
 
 

 

 

 

 

 

 2月15 日の成績会議において、48名の卒業予定者の卒業が決まりました。本当に卒業おめでとうございます。

今年の卒業生は、高 2 生の冬休みから冬期就職セミナーがスタートし、特に就職希望者にとっては、充実した取り

組みを行ってきました。進学希望者においても例年行っている実力養成講座に参加し実力を伸ばしてきました。そ

の甲斐あって、進学も就職も希望の進路を勝ち取る事ができています。本当によく頑張りました。また、忘れてい

けないのは、進路サポート室を中心とした外部人材のサポートが心強かったと思います。色々な面でサポートいた

だいた桑名先生、尾形先生に感謝してほしいと思います。（今年度で事業は終わります。） 

 ここからは、それぞれ自分の進路に向って自分で進んでいかなくてはなりません。色々な困難や悩みもあるかと

思います。困った事があったら、遠慮なく霞城学園高校に来てください。 

 

卒業予定者向け「高校生のための社会人講座」を行いました。【2/9(金)】 
 今年度の卒業予定者の最後の進路行事として、若者就職支援センターから田中宣行氏、山

形市消費生活センターから馬場貞子氏をお迎えして、１部「早期離職しない心構え」と２部

「若者に多い消費トラブル」について社会人講座を行った。田中さんによれば、「就職して

しばらくすると必ずモチベーションが下がる時期が必ず来る。ただそれを乗り越えることに

より、仕事の喜びが分かるようになる。」とのこと、一人で悩まず、親・友達・先生・ハロ

ーワークに相談することで切り替えることが大切と語っていた。続いて、馬場さんは、パワ

ーポイントと DVD を使い、お金のトラブルについて、様々なケースをお話しいただいて、

社会に出て即必要なスキルを教えていただいた。困ったら、すぐに消費生活センターに問い

合わせくださいと強調して言っていただいたので、卒業予定者は

非常に安心していた。今後、社会に出る準備ができたなど、役に

立ったという感想が多く聞かれた。 

                                                                          

平成 30年３月卒業予定者の進路希望・合格状況   ２月２３日現在 
 Ⅰ 部 Ⅱ  部 Ⅲ 部   合計 合格・内定 

4年制大学 ５ ４ １ １０＜ ９＞  ８（ ６） 

短期大学 ０ ０ １ １＜  ２＞ １（ ２） 

専門学校 ５ ３ ４ １２＜１５＞ １１（１５） 

就  職 １５ ６ ２ ２３＜３１＞ ２２（３０） 

そ の 他 １ １ ０ ２＜ ５＞ ―（  －） 

合 計 ２６ １４ ８ ４８＜６２＞ ４２（５３） 

（ ）内は昨年度 2月22日現在実績。＜ ＞は昨年度希望者数  

 

高校２年生を対象とした「しごとセミナー」に参加しました。【2/22(木)】 
 高校教育課・ハローワーク主催の高校 2 年生しごとセミナーが山形テルサを会場に行われました。本校からは、

来年度卒業予定者で就職を希望している中から３0 名が参加した。１２月に同じメンバーを対象として行った「冬

期就職セミナー」の次のステップと位置付けて、参加してもらった。 

 昨年度と違って、日程がシンプルになり、そしてそれぞれのプログラムが高校生に分かりやすく配慮されていて

参加者にとってはとてもためになったと思います。選ばれた高校の代表生徒が企業担当者とディスカッションした

場面では、参加者全員が自分のこととして感じている様子でした。アンケートによるととても参考になったという

意見が多く、生徒にとっては来年度の就職活動のステップとなったと思います。 

<ポイント> ①コミュニケーションとは、相手のことを思いやること。 

      ②面接では、自分の良さや自分らしさを出すこと。 

※参加企業 ㈱山形建設、㈱山本製作所、㈱でん六、 
(有)有馬館、（社福）朝日敬慎会 
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